
基 本 構 想
まちづくりの考え方（基本理念）

10年後のあるべき姿

将来人口の見通し

豊かな自然と歴史を誇れるまちづくり

基本理念1

　先人が守ってきた自然や歴史に加え、新たな魅力を生
み出し、生かすまちづくりをめざします。

みんなが安全に安心して暮らせるまちづくり

基本理念2

　福祉や健康づくり、防災・減災対策などを通じ、誰も
が安心して暮らせるまちづくりをめざします。

地域特性を生かす持続可能なまちづくり

基本理念3

　農商工観光の強みと先端技術を生かし、魅力の発信力
を高めることで、持続可能なまちづくりをめざします。

協働によるまちづくり

基本理念4

　お互いに顔が見えるまちの規模を生かしつつ、多様な
主体が参画するまちづくりをめざします。

目標

　出生数の維持や若い世代を町内に留めつつ新たに呼び込
むことで、人口減少を緩やかにしながら若い世代の割合を
維持し、令和 22 年（2040 年）以降も 10,000 人以上の
維持を長期的な目標として、令和 12 年（2030 年）の将
来人口 11,000 人以上、生産年齢人口比率（15 ～ 64 歳）
56％以上をめざします。
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2040 （年）20302020

将来人口の見通し 社人研推計

※社人研推計は、国立社会保障・人口問題研究所による推計
※将来人口の見通しは、各種取組により、転入・転出による社会動態、出生などによる自然動態の
　改善を図った人口の見通し

社会動態・自然動態の見通し（年間の減少数）
備考目標値（R12）社人研推計（R12）現状値（R2）

社会動態
自然動態

△1,275人→△887人
※388人の改善

《2030年》
11,000人

《2030年》
10,612人

《2020年》
11,887人

－75人 －66人 －28人
－50人 －62人 －61人

人口

篠原駅

JR琵
琶湖
線

中心核

駅へのアクセス強化

国道8号のバイパス化

竜王北部の機能強化

幹線道路のバイパス化

中心核の整備

竜王IC周辺の機能強化

竜王南部の機能強化

日野川改修と連携した
流域まちづくり

拠点連携軸

市街地地域

生活拠点（32自治会）

田園地域

森林地域

中心核

広域商業拠点

産業拠点

交通結節拠点

新生活拠点

広域連携軸

国土幹線軸観光・交流拠点

発行：竜王町 未来創造課
令和3年（2021年）3月

〒520-2592　滋賀県蒲生郡竜王町大字小口3番地
TEL：0748-58-3701　FAX：0748-58-1388

E-mail：info@town.ryuoh.shiga.jp

計画の構成と期間

計画の進捗管理

基本構想

　10 年後のあるべき姿、施策の大綱等を示すものです。

基本計画

　基本構想を実現するための施策の体系を示すものです。

実施計画

　財政的な裏づけや社会経済情勢を判断しながら、基本計画
の施策に基づく具体的な事業を示すものです。

総合戦略

　人口減少対策に特化し、地方創生を達成するための具体的
な目標、取組を示すものです。

基本
構想

基本計画

実施計画

総合
戦略

　本計画では、重点プロジェクトおよび基本施策ごとに目的や目標を明らかにし、その達成度を具体化するため、目標指標を
設定しました。この目標指標を目安として毎年度、町民参加を含めた評価・検証を行い、基本構想に沿った計画の見直しを
行うことで施策の実効性を高めていきます。また、毎年度の評価・検証の結果を基に、後期基本計画の策定を行う際には基
本施策全体を改善することで、PDCA サイクルによる進捗管理を行います。

計画期間

Plan
計画

◯計画の策定
◯目標指標等の設定

Do
実行

◯施策・事業の実施
◯町民との協働の実施

Check
評価

◯事業の実施状況、指標等
　の達成状況の把握

Action
改善

◯事業内容の改善・見直し
◯実施方法の見直し

第六次
竜王町総合計画

年度

基本構想
基本計画

実施計画

基本構想（10年）
前期基本計画（5年） 後期基本計画（5年）

R3
2021

R4
2022

R5
2023

R6
2024

R7
2025

R8
2026

R9
2027

R10
2028

R11
2029

R12
2030

実施計画（3年）
実施計画（3年）

実施計画（3年）土地利用の全体方針
安心・安全を重視しつつ、次の方針に基づき、
計画的な土地利用を推進します。
①中心核と各拠点へのバランスの良い機能配置
②町内外の拠点をつなぐ道路軸の強化
③農商工、住などの地域特性を生かす土地利用

まちづくりの“核”
竜王町コンパクトシティ化構想に基づく、「利便
性が高く、多様な交流を育む中心核」の形成と
ともに、各生活拠点とネットワークでつなぎ、ま
ち全体のバランスのよい発展をめざします。

まちづくりの“拠点”
恵まれた自然環境や歴史・文化資産やまちの活
力を次世代へと引き継いでいくため、計画的かつ
重点的に魅力ある拠点づくりを進めます。

まちづくりの“軸”
まちづくりの “核”、“拠点” を効果的かつ重層
的にネットワーク化する骨格となる軸を形成し、
まち全体の魅力と活力の向上をめざします。

土地利用構想
2030 年：11,000人以上（2040 年以降10,000 人以上を維持）1
2030 年：生産年齢人口比率56％以上2

希望かなえる の郷
き ぼう さと輝竜

き りゅう

輝竜
き りゅう

若者も暮らしたい
わか もの く

へのチャレンジ ～ ～ 心弾む 新時代
こころ はず しん じ だい

参考

竜王町

20302021

概要版

～ 心弾む 新時代へのチャレンジ ～
こころ はず しん じ だい

希望かなえる の郷
き ぼう さと輝竜

き りゅう

輝竜
き りゅう

若者も暮らしたい
わか もの く
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